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恵内村の水産業施策を学びました
～議員視察研修（北海道古宇郡）から～



2 東通村議会だより第90号

議案審議結果

議案は村提出のものや議員 ・ 委員会提出のものがあり、 議員が質問等で議案内容への理解を

深めた後、 意思決定 （可決 ・ 否決など） を行います。 ここからは対象期間中に開催された議会の

議案内容と結果をお知らせします。 （対象期間 ： 令和６年１０月１日から１２月末日まで）

≪第２回臨時会（令和６年１１月１１日）≫

村から提案された報告案件３件、 条例案件１件、 契約案件１件の計５案件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

報告第１４号

（承認）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第６号）

国の経済対策 「デフレ完全脱却の

ための総合経済対策」 の給付対象

世帯数の増加による補正

報告第１５号

（承認）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第７号）

産業まつり実行委員会補助金につ

いて、 物品リース料の高騰及び物品

の追加に伴う補正

報告第１６号

（承認）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第８号）

衆議院解散による第５０回衆議院議

員総選挙及び第２６回最高裁判所

裁判官国民審査の執行に伴う補正

議案第５６号

（原案可決）
東通村国民健康保険条例の一部を改正する条例

行政手続における特定個人を識別

するための番号の利用等に関する

法律等の一部を改正する法律の一

部施行に伴う関係政令の整備等及

び経過措置に関する政令の公布に

伴う改正

議案第５７号

（原案可決）
庁舎等空調設備改修工事請負契約について

事業実施の事務手続きが整ったこ

とによる請負契約

≪第３回臨時会（令和６年１１月２８日）≫

村から提案された条例案件４件、 補正予算案件３件の計７案件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第58号

（原案可決）

東通村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例

人事院勧告及び青森県人事委員会

勧告に基づき、 期末手当の率を改

定

議案第５９号

（原案可決）

東通村特別職の職員の給与等に関する条例の一部

を改正する条例
同上

議案第６０号

（原案可決）

東通村一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例

人事院勧告及び青森県人事委員会

勧告に基づき、 給料月額 ・ 寒冷地

手当を引き上げ、 期末手当 ・ 勤勉

手当の率を改定

（次ページに続く）
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議案審議結果

（続き）

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第６１号

（原案可決）

わが村の先生制度特区に係る東通村費負担教職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告及び青森県人事委員会

勧告に基づき、 給料月額 ・ 寒冷地

手当を引き上げ、 期末手当 ・ 勤勉

手当の率を改定

議案第６２号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第９号）

給与改定に伴う給料及び職員手当

並びに当初予算編成時に不確定で

あった人件費について補正

議案第６３号

（原案可決）
令和６年度東通村水道事業会計補正予算 （第３号）

給与改定に伴う職員人件費につい

て補正

議案第６４号

（原案可決）

令和６年度東通村下水道事業会計補正予算

（第３号）
同上

≪第４回定例会（令和６年１２月６日～１３日）≫

村から提案された人事案件２件、 報告案件１件、 条例案件３件、 補正予算案件５件、 その他案

件３件の計１４案件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第６５号

（原案可決）

東通村固定資産評価審査委員会委員の選任に関し

同意を求めることについて

澤田勝人氏の任期満了による選任

同意

議案第６６号

（原案可決）

東通村固定資産評価審査委員会委員の選任に関し

同意を求めることについて

坂本昭義氏の任期満了による選任

同意

報告第１７号

（報告）

東通村教育委員会の事務点検及び評価に関する報

告書

「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」 による報告書の提出

議案第６７号

（原案可決）

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例

刑法等の一部を改正する法律及び

刑法等の一部を改正する法律の施

行に伴う関係法律の整理等に関す

る法律が公布されたことに伴う改正

議案第６８号

（原案可決）
東通村放射線防護対策施設設置条例

老部地区に建設中の施設が令和７

年４月から運用開始予定のため、 設

置条例を制定するもの

議案第６９号

（原案可決）
東通村犯罪被害者等支援条例

犯罪被害者等の支援に関する施策

を総合的かつ計画的に推進し、 村

民が安心して暮らすことができる社

会の形成に寄与することを目的とし

て制定

（次ページに続く）
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議案審議結果議案審議結果

（続き）

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第７０号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１０号）

事業費の確定及び年度途中で発生

した事案等に対処するために補正

議案第７１号

（原案可決）

令和６年度東通村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
事業の確定見込みに伴う補正

議案第７２号

（原案可決）

令和６年度東通村後期高齢者医療特別会計補正予

算 （第２号）
事業の確定見込みに伴う補正

議案第７３号

（原案可決）

令和６年度東通村介護保険特別会計補正予算

（第２号）

介護給付事業の実績見込みに伴う

補正

議案第７４号

（原案可決）
令和６年度東通村水道事業会計補正予算 （第４号） 手数料の増額見込みに伴う補正

議案第７５号

（原案可決）

定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する

協定の締結について

平成２７年にむつ市との間で締結し

た｢定住自立圏の形成に関する協

定｣の必要な事項を変更するもの

議案第７６号

（原案可決）

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約

の変更について

構成団体から 「西北五環境整備事

務組合」 を削除することに伴う規約

変更

議案第７７号

（原案可決）

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当

組合規約の変更について

構成団体から 「西北五環境整備事

務組合」 を削除することに伴う規約

変更

≪陳　情≫

第４回定例会までに送付があった１件の陳情書について、 対応を審議しました。

要　　　旨 陳　情　者 付託委員会等

臓器移植に関わる不正取引、 非人道性が疑われ

る国への渡航移植等を防止するための法整備等

を求める意見書提出の陳情

一般社団法人　中国にお

ける臓器移植を考える会

代表　丸山治章

資料配付

≪第４回臨時会（令和６年１２月２５日）≫

村から提案された補正予算案件１件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第７８号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１１号）

国の経済対策事業に可及的速やか

に対応するため、住民税非課税世

帯への給付金事業に係る予算を補

正
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令和６年１２月１２日　第４回定例会（一般質問）

一般質問は、 議員が村政運営全般に関して、 執行機関に疑問点を質問し答弁を求めるもので

す。 村議会では１２月１２日の本会議で３名 （２番　坂本議員、 ３番　田村議員、 ５番　川村議員）

が登壇し、 一般質問を行いました。

◆記載している質問と答弁は紙面構成及び可読性を考慮し要約で掲載しています。実際の発言や

議事録とは異なる場合があります。

１
２番　坂本　信大

当村の再生可能エネルギー事業の現状について

【坂本議員の質問】【坂本議員の質問】

国内では、 脱炭素社会に向け様々な議論 ・ 取組がされている

が、 原子力と再生可能エネルギー等とのベストミックスで推進す

べきと考える。 当村でも各地に風力発電など再生可能エネルギ

ー事業が展開されているが、 設置状況や税収入等の現状につい

て伺う。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

２０５０年カーボンニュートラルに向け、 国は２０３０年までに、

少なくとも１００か所の｢脱炭素先行地域｣を創出し、 脱炭素の

基盤となる重点対策の実施を目指している。 村では、 脱炭素社

会の実現に向け、 二酸化炭素及び温室効果ガスの排出量削減の

事業に取り組むため、 再エネ設備やインフラ設備を導入し、 地球

経済の活性化や災害時対応力の強化を図る東通村地球温暖化

対策実行計画を策定中であり、 令和６年９月２日に｢東通村ゼロ

カーボン推進本部｣を、 令和６年１０月１５日に｢東通村脱炭素推

進協議会｣を立ち上げた。

脱炭素社会の実現には、 あらゆる脱炭素電源の活用が必要で

あり、 ご指摘のとおり、 再生可能エネルギーと原子力の特徴を

最大限に活用するベストミックスの推進が必要不可欠であり、 当

村の将来像として 「原子力と地域資源をいかした再エネの両立」

を目指している。

議員ご質問の件は、 現在、 村内に２社の風力発電会社、 太陽

光発電施設は４名の個人所有者が存在し、 ４か所で稼働してい

る。 風力発電は７２基中６基が稼働中で、 残り６６基は更新のた

め解体し、 新たに３５基が計画中となっている。 課税状況は、 令

和５年度分の風力事業者が固定資産税約3,100万円、法人税約

2,400万円、 太陽光発電、 固定資産税６５万円となっている。

エネルギーの地産地消や再生可能エネルギーの導入、 公共施設

への太陽光発電設備の設置や蓄電池整備等、 地域の特性や課題

を踏まえた計画を検討している。 先行事業として｢Ｊクレジット制

度｣の導入を進めており、 来春にはクレジットを発行予定。 村は

官民一体となり再生可能エネルギー導入の拡大の具体的な取組

を検討していく所存であるため、 ご理解賜りたい。

《解説》　カーボンニュートラルと
は？
温室効果ガスの排出を全体として

ゼロにするもの。排出せざるをえ

ない分については同じ量を「吸

収」または「除去」することで、

差し引きゼロを目指す。

《解説》　原子力発電の特徴
発電段階においてCO2を排出せ

ずに大量の電力を安定して供給す

ることができ、使い終わった燃料

を再処理することで再利用も可

能。一方で、放射線の慎重な管理

などが必要。

《解説》　Ｊクレジット制度とは？
省エネ設備の導入や再生可能エネ

ルギーの利用でCO2等の排出削

減量や、適切な森林管理による

CO2等の吸収量を「クレジット」

として国が認証する制度。
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令和６年１２月１２日　第４回定例会（一般質問）

【坂本議員の再質問】【坂本議員の再質問】

固定資産税及び法人住民税は、 令和５年現在で５，０００万余りと
いうことだが、 先ほど７２基中６基が稼働中であり、 残りは更新中
というお話だった。 償却資産であるため、 減価償却後の金額だと
理解する。

今後も建設計画が各地で予定されていると聞き及んでいるが、
現段階の計画状況や今後の村税収入等を分かる範囲でお答えいた
だきたい。

【田村議員の質問】【田村議員の質問】

村のホームページに 「東通村の廃校舎等を利活用する事業者の
募集」 とあり、 村内の廃校舎等を有効活用することにより、 新た
な雇用を創出し、 地域や村の活性化に結び付けることを目的とし
ているとの記載がある。 対象施設である旧北部中学校と旧小田野
沢保育所における現在までの応募状況とこれからの見通しについ
て、 村長の考えを伺いたい。

【坂本議員の発言】【坂本議員の発言】

いずれにしても、 今後、 再生可能エネルギー事業が展開されて
いくわけだが、 村は、 事業者に対して、 森林伐採などによる土砂
流出災害防止対策や周辺環境への影響軽減対策等をしっかりと指
導し進めていただきたい。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

私が村長就任後の令和３年５月２８日に、 村議会全員協議会
で、 東通村廃校舎等解体事業計画を説明し、 順次解体してい
る。 令和５年度末現在で、 校舎のみで１０か所、 幼稚園等教員住
宅を含めると６７施設が解体済みであり、 今年度は１７施設を解
体予定とし、 実行中である。

（次ページに続く）

【税務課長の答弁】【税務課長の答弁】

今後の固定資産税の動きをご説明する。 従来の風力発電の１基
あたりの出力が1,500ｋＷであり、 1基あたり約２億5,000万の取
得価格となる。 今後、 計画されている風力発電は１基あたり4,000
ｋＷとなり、 1基あたり大体６億6,000万と推定している。

今後の税収入の動きは、 令和８年度に1,900万、 10年度に
4,500万、 11年度に１億6,900万となり、 今の計画では、 これが
ピークの状態となる。 その後、 償却資産は17年で減価償却となる
ため、 11年以降は少しずつ下がる予定となっている。

２
３番　田村　智和

東通村の廃校舎等の利活用について
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令和６年１２月１２日　第４回定例会（一般質問）

（続き）

ご質問の件は、 新たな雇用を創出し地域や村の活性化に結び付けることを目的として、 旧北
部中学校は平成２９年９月から、 旧小田野沢保育所は平成３０年１０月から、 利活用する事業者
を募集していたが、 現在まで応募はない。 旧老部児童館も平成２９年１１月から募集し、 平成３０
年４月からの６年間を学習塾として利用していたが、 現在は利用されていない。

旧北部中学校 ・ 旧小田野沢保育所に関しては、 老朽化が著しく危険であるため、 随時解体し
ていく計画であることと、 利用募集は、 現在までは全く応募がなく、 実効性のない計画と判断
したため、 計画を白紙とし、 年度末においてホームページより削除を予定している。

３
５番　川村　隆

あわび種苗センターの勤務職員増員について

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

当該施設は交付金を活用し、 平成１０年度に供用開始した。 種苗
生産の年間放流数は約５２万個、 県栽培協会からの買付分も含め
て年間５７万個の稚貝を村内各漁協へ無料配布している。 しかし、
各漁協の漁獲金額は、 平成２７年の１億4,400万円に対し、 放流
数に大きな変化はないが、 近年では2,000万円から4,000万円
の間で推移し、 金額の減少については、 再度の事業評価をすべき
と考えている。

当センターは供用開始以来、 ４名から７名で施設 ・ 種苗管理を行
ってきたが、 令和元年度から私が就任した令和３年度までは、 ３名
での施設運営を余儀なくされており、 人手不足を理由に、 令和４
年度に会計年度任用職員を１名増員し、 ４名体制で施設運営を行
っている。

管理運営は 「東通村あわび種苗生産施設設置条例」 第４条を遵
守し、 管理委託契約を小田野沢漁業協同組合と締結している。 そ
の間、 現在まで、 同組合から契約内容等を変更する旨の協議は一
切受けていない。

終わりに、 ９月に施設内で亡くなられました故人に対して、 謹ん
でお悔やみ申し上げる。

【川村議員の質問】【川村議員の質問】

現在、 あわび種苗センターの管理は１名の村職員が行っている
が、 本施設管理は１名では到底できない。 小田野沢漁業協同組合
では施設の宿直員を募集し、 ２名勤務させているが、 現状は本来、
村の職員がすべき仕事を宿直員にさせている状況であり、 当初の
話と異なり、 早期に是正されなければならない。

また、 土日祝日は２４時間勤務あるいは７２時間勤務が予想さ
れ、 労働条件の最低基準を定めた法律にもふれる可能性がある。
これを是正するため、 村職員を追加すれば、 宿直員に危険な仕事
をさせる必要がなくなり、 また、 村職員の代休制度を利用し、 宿
直制度廃止を念頭に置くことができる。

過去には、 ２名の方が施設内で亡くなる痛ましい事例も発生し
た。 これは非常に重要な問題であり、 今後、 犠牲者を出さないた
めにも、 是正は不可欠と思うが、 村長の考えを伺う。
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令和６年１２月１２日　第４回定例会（一般質問）

【川村議員の再質問】【川村議員の再質問】

村長の答弁を聞くと、 当センターの中間育成を十分把握してい

ない部分が多々ある。

本件には、 村と漁協間での約束があり、 当時、 村は川原田村

長、 元助役、 地元漁協は川口照雄組合長、 私の４名で議論をした

経緯がある。 　当時、 組合は本施設の宿直員及び日直員として年

配者を募集した。 本人には、 事故防止の観点から、 施設内の機械

に近づかないよう説明した。 また、 当時、 私が組合在籍時には３

名の村職員がいたが、 現在は１名になっている。

ところで、 その後、 私が当直勤務の際に、 村職員が私に対して、

機械の操作方法を教えようとしたが、 当時の経緯を知っている私

は、 機械操作をする必要はないとの理解だったため、 断った。 そ

の晩に考えたのが、 この村職員は勤務時間が終われば、 むつ市へ

帰るんだなと、 むつ市から出稼ぎに来ていると理解した。 このよう

に行き来が大変な職務は是正しなければならない。

その後は設備が更新され改善したが、 以前の施設では、 深夜１

時半から２時半の間に宿直員に業務をさせていたのが現状であり、

最初に亡くなった方には、 非常に気の毒なことをさせたなという思

いを持っている。

現在は、 新たに、 ４基の水槽への貯水職務を宿直員が行ってい

る。 長時間の拘束が伴う業務であり、 週末は２４時間、 長ければ七

日間の連続勤務となり、 非常に危険である。 明日にでも是正すべ

きだと思う。 亡くなった人には気の毒だが、 警察は現場検証をし、

医者は診断書を出しているが、 これ以上の問題が起こる前に、 明

日にでも人員を追加し、 年末年始を乗り切らなければならないと

いう考えである。 村長の考えを伺う。

【川村議員の再々質問】【川村議員の再々質問】

村長の答弁で、 組合からという発言があったが、 私、 この場に

立つ前に、 地元組合長とも十二分話をしている。 今、 村長が、 犠

牲者が出ているという事実を理解しているのか伺う。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

本件は、 村と組合との業務委託契約に基づき管理していると認

識している。 ご指摘の件は、 仮説、 仮定の話で申し訳ないが、 組

合として疑義等が生じるのであれば、 条例に基づき、 きちんと協

議をしてくだされば、 様々な局面でお話できるものと思う。 組合

から正式な協議がない中では、 この場での発言はできないため、

ご理解いただきたい。

《解説》　あわび種苗センターにつ
いて
村のあわび生産量の増大を図り、

あわび種苗の生産・育成を行い、

村の水産業の振興発展のため設置。

排水ポンプ

種苗棟
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令和６年１２月１２日　第４回定例会（一般質問）

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

今の会話での私の解釈で大変恐縮だが、 村にあたかも過失があ

るような言い方に聞こえるが、 そのような形ではないものと承知し

ている。 故人に対しては、 本当にご冥福をお祈りするが、 その死

亡原因が村にあるという根拠がおありで発言しているのであれば、

その旨をはっきりおっしゃっていただきたい。

この場で、 村長という立場でご答弁申しあげることは遠慮させ

ていただく。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

今、 議長からお話があったとおり、 そのような問題が生じていることは認識せざるを得ない

と思っているが、 やはり契約に基づき、 小田野沢漁業協同組合と色々と調査した上で、 正式協

議をするということにもっていこうとは考えている。

【議長の発言】【議長の発言】

只今の川村議員の質問は、 通告の範囲を超えている。 また、 行政側で協議をした上で対応す

べき案件を、 結果として出してほしいという意向は、 この会議内では実現できない。 川村議員

の、 もう一度整理した質問を求める。

【川村議員の質問 （追加）】【川村議員の質問 （追加）】

今、 村長は責任がないような話をしたが、 これは労働基準監

督署の問題であり、 今、 ２４時間勤務で、 現状では一日9,500

円。 青森県の最低賃金が１０月から９５３円となり、 合算で

16,000円程度になる。 当然、 村長が賃金に対して責任を持つ

必要がある。 私は２０年間、 本センターで勤務したが、 その間

100円たりとも上下がなかった。 今、 村長は知らない、 責任が

ないような答弁をしたが、 もってのほかだ。

～この後、 議長による質問意図の確認と休憩の宣告～

【川村議員の質問 （追加）】【川村議員の質問 （追加）】

今、 議長の説明したとおりの内容だが、 村長には漁協と協議し

てもらいたい。

《解説》　議長の議事整理権につい
て
議長には議事整理権が与えられて

おり、本会議の運営の主宰者とし

て議事を順序よく円滑に進行させ

るため様々な職権を行使する。
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議員県外視察（北海道）

視察先１　神恵内村

北海道古宇郡に位置する

人口約７４５名の村。 古くは

ニシン漁で栄え、 現在は各種

増養殖事業を実践。 当日は

村長の髙橋昌幸様にもお話

を伺いました。

≪ウニ短期養殖事業（概要）≫

【概要】やせウニを円筒籠に収容し、静穏域に垂

下。秋から冬に給餌し身入りを改善。給餌は管内

農協の規格外ハクサイ・カボチャ等を使用。過去

には冷凍コンブやキャベツでも試験済み。官能試

験を基に試行錯誤を行う。

≪質疑（抜粋）≫

【質問】 コスト管理と今後の補助金活用予定は？

【回答】 エネルギー構造高度化 ・ 転換理解促進事業

と既存の施設を活用した試験でコストを算出。 出荷

サイクルが長いとコスト高になるため、 短期間化及

び廃棄野菜等の活用で飼料コストを低減。 適切な規

模管理で最小限の補助金を調達し、 進めていきたい。

【質問】 事業実施主体と成功の要因は？

【回答】 地方創生事業の一環で実施。 官主導だから

といって成功するとは限らないが、 儲ける仕組みを

構築し、 各団体が一生懸命に取り組んだことが成功

要因。

≪塩水ウニの価格について≫

神恵内村では、一昨年の予約販売時に80ｇ

7,800円（当時の最高額）の値がついたそうで

す。価格は地域の需給バランス等で変化するもの

ですが、東通村では100ｇ2,000円ほどで販売さ

れていることを考えると、神恵内村の付加価値付

けには驚くばかりです。

視察先２　中央水産試

験場
石狩から後志支庁管内の

海域を担当し、 つくり育て

る漁業技術の高度化や水産

食品の安全性などの試験研

究を行う機関。

≪講義概要≫
【概要】増養殖の研究施設は室蘭に所在し、主にマ

ツカワの研究をしている。北海道も漁獲量が減少

しており、イカは不漁が続いている。一方で、海

水温の変化のためか、最近はブリやカツオが多く

水揚げされる。

≪質疑（抜粋）≫
【質問】 サケの水揚げ低迷の要因は？

【回答】 研究者曰く、 放流後に川から一気に下った

際、 海水温や餌が合わないとのこと。 環境に適応で

きる強い稚魚を作るための餌の研究もしている。

【質問】 磯焼け対策の成功事例は？

【回答】 成功事例とは言えないが、 漁場を造る際、

水深を水面近くまで嵩上げすることで、 流速を上

げ、 ウニの活動を抑制する環境を作った事例があ

る。

村議会は１０月７日から９日に近年の気候変動等で漁獲量低迷に悩む、 当村の水産業に関しての

打開策を探るために視察研修を行いました。 得られた知見は、 村内の水産業関係者への共有や、

今後の政策提案を通して還元していきます。

視察先ホームページ

視察先ホームページ

出典 ： 国土地理院ウェブサイト

（https://maps.gsi.go.jp/vector/#6.303/43.588534/142.58

8984/&ls=vstd&disp=1&d=l） ベクトルタイルを加工して作成
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第１４回全国原子力発電所立地議会サミット（東京都）

川端議長による閉会のあいさつ

第２分科会　Ａグループ（意見交換） 第２分科会　Ａグループ（発表） サミット全体会の分科会報告

団体ホームページ

サミット宣言 （要旨）

◆東日本大震災に伴う原発事故から１３年７か月が経過したが、 被災地が復興 ・ 再生を

果たすまで国が責任を持って被災地に寄り添い、 被災地が望む復興像の実現を求める

◆複合災害を想定し、 広域的な避難道路の強靭化と避難路確保を国の責務で明確に位

置付け、 実効性のある計画に向けた財源を各省庁一体で確保することを要望する

◆使用済み核燃料の処理は喫緊の課題であり、 国が率先して最終処分地の選定を進め

るよう要望する

◆これまで国策に貢献してきた取組 ・ 苦労が報われるエネルギー政策の実現を切望する

原子力発電は、 複雑な要因が絡む誠に繊

細な事業。 諸問題について、 きめ細かな意

見交換を図り、 各分科会で小グループ討論

を試み、 多くの思いを乗せ、 サミット宣言に

至った。 宣言の意義と重みを高めるには、

我々自身の行動にかかっている。 議員が地域の代表として、 使

命感と責任感を持ち、 取り組むことを再確認し、 次回サミット

では、 充実感に満ちあふれた皆様と再会を祈念する。

村議会は１０月３１日から１１月１日に開催された議会サミットに参加し、 それぞれの分科会で議

論 ・ 意見交換を行いました。 今年度はＡブロックが実行委員となり、 当村では川端議長が副実行

委員長及び第２分科会の座長を務め、 円滑な進行を図るため尽力しました。

分科会で議論された内容はサミット宣言として採択され、 要望事項の実現のため、 今後も様々

な関係機関と協力し、 働きかけを行います。

分科会 第１ （刈羽村が座長進行） 第２ （東通村が座長進行） 第３ （女川町が座長進行）

テーマ 原子力政策と地域振興 脱炭素社会における原子力発電 原子力防災体制と避難計画

参加者 丹内俊範／奥島貞一
川端一松／吉田光男／畑中能文

坂本信大／田村智和／南谷宏三
川村隆／相内祥一／渡部英夫

まとめ

国策に協力してきた地域

に対し、 地域が活性化し、

自立した地域となるため

の地域振興策に国が積極

的に関与すべきである

脱炭素社会及びエネルギーの安

定供給のために、 原子力発電

は、 必要不可欠であり、 再生可

能エネルギーと合わせてベストミ

ックスで推進すべき

過去の教訓をいかし、 国の責任

で、 早急に避難経路となる複数

の道路を整備すること。 また、

国が先頭に立ち、 放射線防護知

識の普及促進を図るべき
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東通原子力発電所に関する要望活動

編 集 後 記
今号では１０月から１２月までの活動をお届けしました。 今期は第４回定例会のほか、 臨時会

が３回開かれ、 慎重に審議を行いました。 また、 村水産業の今後の在り方を模索するために

行った 「議員視察研修 （北海道）」 や全国の原子力発電所立地議会議員が一堂に会し、 今後

の原子力に係る諸問題を話し合う 「全国原子力発電所立地議会サミット」 に参加し、 積極的な

活動ができました。

定例会、 臨時会は誰でも傍聴することができます。 また、 議会の内容については議事録の

閲覧ができますので、 ご希望の際は議会事務局 （電話 ： 33-2342） にご連絡ください。

東通村広報広聴特別委員会　委員長　田村智和　副委員長　奥島貞一

委　員　小笠原清春、川村隆、相内祥一、南谷宏三

＊東通村産業まつり

【１１月３日 （役場特設会場）】

＊知事を囲む行政懇談会

【１１月５日 （ホテル青森）】

＊下北郡町村議会議員研修会

【１１月８日 （むつグランドホテル）】

川端議長が抽選会のプレゼンター

を務めました。

各郡の代表町村議長が青森県に

対する要望を行いました。

各種ハラスメントの講義を受け、

気を付けるべき点を学びました。

（左）東北電力㈱　樋󠄀口取締役社長 社長執行役員（左）東京電力ＨＤ㈱小早川代表執行役社長

１１月２５日、 東通村議会を代表し、 川端議長と田村東通原発特別委員長が東京電力ホールディ

ングス株式会社 （小早川智明 代表執行役社長） と東北電力株式会社 （　口康二郎 取締役社長 社

長執行役員） を訪問し、 畑中村長と共に、 東北電力１号機の早期再稼働及び東京電力１号機の早

期工事再開に関する要望書を提出しました。 今後も村と一体となり、 関係各所への働きかけを行

ってまいります。

その他にこのような活動を実施しました


